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序

日本海沿岸東北自動車道は、新潟市新潟空港イソターチェソジを起点とし、秋田県鹿

角郡小坂町小坂ジャンクションを経て、青森市に至る総延長340㎞の高速自動車道です。

沿線地域の産業・経済・文化の交流発展に多大な効果をもたらすものと期待されていま

 す。

本書は、この道路建設に先立ち発掘調査を実施した「正尺A遺跡」の報告書です。調

査の結果、古墳時代前期の竪穴住居跡・土坑が検出され、多数の±器が出土しました。

また、近世の土坑からは当時の農村部の生活の様子を物語る遺物が多数見つかっていま

 す。

今回の調査結果が、本県における地域の歴史を解明する研究資料として活用され、多

少なりとも寄与するところがあれば幸いです。

最後に、この調査に対して多大なご協力とご援助を賜った豊二栄市教育委員会ならびに

地元住民の方々をはじめ、日本道路公団北陸支社新潟工事事務所に対して厚く御礼申し

上げます。

平成13年6月

新潟県教育委員会

教育長板屋越麟一
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1本報告書は新潟県豊栄市葛塚字子辰高入3059番地ほかに所在する正尺A遺跡の発掘調査記録である。

2発掘調査は日本海沿岸東北自動車道の建設に伴い、新潟県教育委員会が日本道路公団から受託して実

施したものである。

3発掘調査は新潟県教育委員会(以下、県教委と略す)が調査主体となり、財団法人新潟県埋蔵文化財

調査事業団(以下、埋文事業団と略す)に調査を依頼し、平成12年度に実施した。

4整理及び報告書作成にかかる作業は平成12年度に実施し、埋文事業団職員がこれにあたった。

5出土遺物と調査にかかる資料は、すべて県教委が新潟県埋蔵文化財セソターにおいて保管・管理して

いる。遺物の註記記号は「正尺A」とし、出土地点・層位等を併記した。

6作成した図版のうち、既成の地図を使用した場合はそれぞれにその出典を記した。

7本書に掲載した遺物番号はすべて通し番号とし、本文、遺物観察表、図版、写真図版の番号は一致し

ている。

8引用文献は著者および発行年を文中に[]で示し、註も脚注として巻末に一括して掲載した。

第]V章自然化学分析のみ引用文献を各節の文末に掲載した。

9本書の記述は、尾崎高宏(埋文事業団調査課公団担当調査班班長)、栗林宣明(同主任調

査員)、相羽重徳(同嘱託員)が分担執筆したもので、分担は以下のとおりである。

また、本書の編集は尾崎が行った。

第1章序説(尾崎)

第且章遺跡をとりまく環境(栗林)

第皿章遺跡の調査(1～3・4A～C・5尾崎、4D相羽)

第]V章自然科学分析(1松田、2ト部・高浜)

第V章まとめ(1尾崎、2相羽)

10発掘調査から本書の作成に至るまで下記の方々から多大な御教示・助言を得た。厚く御礼申し上げる。

(敬称略、五十音順)

安藤正美家田淳一伊藤啓雄iト部厚志笹沢正史高浜信行

立木宏明中野雄二成瀬晃司野上建紀橋本博文船井向洋

宮崎芳春吉沢貴渡邊朋和
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第1章序説

第1章 序 説

1調査に至る経緯

日本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市に至る総延長340㎞の高速自動車道である。本路線は、

現在、平成14年度に中条イソターチェソジまで開通させる計画で工事中である。新潟市で北陸自動車道と、

秋田県鹿角郡小坂町で東北自動車道と連結することで、太平洋岸と日本海沿岸とを連結させ、産業・経済・

文化の交流発展を促進させるのに大きな役割を果たすものと期待されている。

日本海沿岸東北自動車道の新潟空港イソターチェソジ(新潟市)から中条イソターチェソジ(北蒲原郡中

条町)までの28㎞は、平成元年2.月に基本計画が決定された。正尺A遺跡にかかる第12次施工命令区間は、

平成5年11月に施行命令が出された。これを受けて、日本道路公団北陸支社(以下、道路公団と略す)と新

潟県教育委員会(以下、県教委と略す)との間で、法線内の遺跡の分布調査・試掘調査等に関する協議が本

格化した。

県教委は道路公団の依頼を受け、平成6年3,月1日、11月28日～12月1日に第12次施行命令区問の踏査

を行い、周知の遺跡2ヶ所、新発見の遺跡15ヶ所について調査が必要である旨、道路公団に通知した。そ

の後、遺跡推定地6ヶ所を追加して、総計303,200㎡について調査が実施されることとり、県教委と道路

公団で一次調査・二次調査についての協議が行われた。

県教委から依頼された財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団似下、埋文事業団と略す)は、平成9～12

年度に調査の必要性を通知した箇所について、遺跡の有無を確認し、今後の取り扱いの資料を得ることを

目的として一次調査を実施した。その結果、第12次施工命令区間のうち、5遺跡について二次調査が必要

である旨、報告した。

正尺A遺跡の一次調査は、平成11年6月14～17日、平成12年4月14～21日・5,月15～17日に実施した。

調査の結果、5,240㎡について二次調査が必要である旨報告した。二次調査は平成12年5,月22日より開始

した。
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2調査の方法と経過

2調査の方法と経過

A-・次調査

県教委から依頼された埋文事業団が、平成11年6.月14日から17日までの期間と、道路法線内の家屋が移

転した後の、平成12年4月14～22日・5月18～21日の期間に一次調査を行った。調査は対象範囲内に合計

48ヶ所のトレソチを任意に設定し、重機を使用して表土から地山まで徐々に掘り下げ、人力で精査を行い

ながら遺構・遺物の有無、土層の堆積状況を確認した。その結果、遺構は検出されなかったが、17～21・

24・25・28トレンチで古墳時代前期初頭の土器が約320点出土した。調査の結果を受けて県教委は、これ

らのトレンチの位置する範囲(5,240虹〕について二次調査が必要であると道路公団に通知した。

B二次調査

二次調査は、平成12年5月22日から10月20日までの期間で実施した。調査は基本的に調査員3名、作業

員45名(10月1日からは20名)の体制で行った。調査範囲は家屋跡地であったため、その造成の際、約11n

の盛土がされており、その撤去作業を先行して5月22日から開始した。また、調査区に近接して家屋が存

在していること、掘削深度が現地表から2111以上に及ぶこともあり、調査区外周に鋼矢板打設・暗渠敷設

作業を並行して行った。(周囲との安全距離を確保して矢板を打設したため、実質3,800㎡の範囲について調査を行った)。

実質的な調査は6月5日より開始した。工事工程との関係上、8列のグリッドから西側2,200㎡を先行し

て引き渡す必要があったため、便宜上調査区を東・西区に分け、西区を優先して行うこととした。表土除

去は重機を用い、土層観察用のセクショソベルトを設定しながら7月4日まで作業を行った。作業途中、

8C・8Dグリッド付近の1層土中で平安期の遺物が数点出土した。遺構が存在する可能性も考え、周辺

を人力により掘削したが、遺構は確認されず、遺物も散漫であったため、皿層(古墳時代包含層)上面まで

重機掘削を継続した。表土除去に並行して、6,月12日より作業員を投入し、調査員の指示のもと西側から
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第1章序説

包含層掘削を開始した。セクショソベルトおよび大グリッドごとに設定した補助ベルトフ脇に排水を兼ね

たサブトレンチを開け、層序を確認しながら掘削を行った。調査区中央北側(3～6B・C)付近を中心に

多数の遺物が出土した。8月下旬に包含層掘削をほぼ終了し、竪穴住居跡1軒・廃棄土坑1基を確認した。

9月4日～12日に遺構iの調査・図化作業を行い、9月14日西区全体の完掘写真を撮影した。9月20日に西

区の調査を終了、県教委による一部終了確認(教文第672号平成12年9月20日)ののち、日本道路公団に引き

渡しを行った。同日から東区1,800m2の調査に着手した。補助ベルト脇のサブトレソチ掘削の結果、遺物

がほとんど見られず、東側端では湿地状の落ち込みが確認されたため、1小グリッドおきの市松状試掘ト

レソチ掘削に切り換えた。8C・10Aグリッドで江戸時代後期の土坑を検出した。10月17日に掘削を終了

し、東区の完掘写真の撮影を行った。すべての作業は10月20日をもって終了した。県教委による終了確認

は10,月24日付けとなっている(教文第781号平成12年10月27日)。
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3調査体制

3調査体制

【一次調査】

調査期間平成11年6月14日～6月17日

平成12年4,月14日～4月21日・5月15日～5月17日

調査主体新潟県教育委員会(教育長野本憲雄)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(事務局長須田益輝)

〈平成11年度〉

管理須田

若槻

本間

庶務椎谷

調査指導寺崎

調査担当鈴木

調査職員石田

平成12年度〉

管理須田

庶務

調査指導

調査担当

調査職員

輝
則

昭
雄

助
成

之
益

勝
信

久
裕

俊
守

益輝

長谷川司郎

戸根与八郎

椎谷久雄

寺崎裕助

小田由美子

後藤孝

松井智

(専務理事・事務局長〕

(総務課長〉

(調査課長)

(総務課主任)

(調査課調査第1係長)

(調査課主査)

(調査課嘱託員)

(専務理事・事務局長)

(総務課長)

(調査課長)

(総務課総務班班長)

(調査課公団担当課長代理)

(調査課確認班班長)

(調査課確認班主任調査員)

(調査課確認班嘱託員)

【二次調査】

調査期間平成12年5月22日～10月20日

調査主体新潟県教育委員会(教育長野本憲雄)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団疇務局長

管理

庶務

調査指導

調査担当

調査職員

須田益輝

長谷川司郎

戸根与八郎

雄
助

宏
明

徳
久
裕

高
宣

重

谷
崎

崎
林

羽
椎

寺
尾

栗
相

(専務理事・事務局長)

(総務課長)

(調査課長)

(総務課総務班班長)

(調査課公団担当課長代理}

(調査課公団担当調査班班長)

(調査課公団担当主任調査員)

(調査課公団担当嘱託員)

須田益輝)
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第1章序説

4整理・報告の体制

出土遺物の水洗作業は調査現場で発掘調査を並行して行い、註記・接合・復元・原稿作成は平成12年10

月から平成13年3月にかけて新潟県埋蔵文化財セソターにて実施した。整理体制は以下に示す通りである。

整理期間平成12年10月23日～平成13年3月31日

主
整

管
庶

整理指導

担
職

体

理

理須田益輝

長谷川司郎

戸根与八郎

務椎谷久雄

寺崎裕助

当尾崎高宏

員栗林宣明

相羽重徳

小熊紀子

小林智恵子

新潟県教育委員会(教育長野本憲雄)

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(事務局長須田益輝)

(専務理事・事務局長)

(総務課長)

(調査課長)

(総務課総務班長)

(調査課公団担当課長代理)

(調査課公団担当調査班班長)

(調査課公団担当調査班主任調査員)

(調査課公団担当調査班嘱託員)

(調査課整理担当嘱託員)

(調査課整理担当嘱託員)



1地理的環境

第]1章 遺跡をとりまく環境

1地理的環境

新潟県は、日本海に臨む南北約250㎞に及ぶ海岸線を有し、そこには日本有数河川である信濃川・阿賀

野川が河口を開いている。この2大河川を中心とする、西を西山丘陵と角田・弥彦山地、北を朝日・飯豊・

越後山地、東を東山丘陵・新津丘陵・笹神丘陵・五頭連峰・櫛形山脈に囲まれた、南北約100㎞、東西10

-25㎞、面積2,070k㎡の部分が新潟平野(越後平野)である。新潟平野は信濃川・阿賀野川の運搬する土砂

で埋められてできた三角州平野を主とする氾濫原の沖積平野であり、平野の西側には海岸線に並行して砂

丘列が並んでいる。この砂丘列を新潟砂丘とよぶ。砂丘は、いずれも完新世に形成されたもので、内陸か

ら、新砂丘1(1～4)・新砂丘」1(1～4)・新砂丘皿〔1-2)に区分される。豊栄市は、新潟平野の中央

北寄りに位置し、阿賀野川右岸に展開している。市域は南北12.75㎞、東西10.20㎞、面積77.05k㎡である。

北は新潟市と北蒲原郡聖篭町、西は阿賀野川を挟んで新潟市と中蒲原郡横越町、南は北蒲原郡水原町と京

テ瀬村・笹神村、東は、新発田市と北蒲原郡豊浦町に接している。東部に新潟県最大の潟湖「福島潟」が

あり、この潟から流れ出る新井郷川は、市の中央部を西流している。おおむね平坦な沖積面から成り立っ

ている豊栄市も、地形分類上では3つに区分することが可能である。すなわち、①砂堆・砂丘帯とその間

の砂丘間低地、②河川の流路変更による自然堤防とそれに伴う後背湿地帯、③潟湖を含む低地の3つであ

る。①は市の北部、②は阿賀野川・新井郷川などの旧河道や駒林川流域、③は福島潟湖低地や、新井郷川

自然堤防外側の豊栄湿性低地にあたる。正尺A遺跡は、旧大口川左岸の自然堤防上に立地し、標高約21n

計る。
羅

ノ

09謙%
夢

 、
騨

新川

口沖積面

睡湿地

㎜自然堤防

口砂丘

國扇状地

霞ヨ沃積段丘

圃沃積丘陵
羅山地

1.正尺A2.松影A3.山三賀ll4.出山5.小丸山6.緒立7.六地山

6

（[田中ほか1996]より転載・一部改変）



第豆章遺跡をとりまく環境

2周辺の遺跡

砂丘上の遺跡

新潟古砂丘グループの区分(新潟古砂丘グループ1974)に基づき、砂丘上の遺跡を概観する。

第1群砂丘は、縄文時代前期後半～晩期・弥生時代・古墳時代、奈良末～平安期と断続的に各時代の遺

跡が複合している。最も内陸側に位置する上黒山～葛塚ライソの。1群2列目は縄文時代と古墳時代古代

の複合遺跡が多い。上黒山遺跡からは縄文時代前半後期・古墳前期の土器が出土している。また、葛塚遺

跡では古墳時代前期の土器がまとまって出土しており、中でも線刻画をもつ赤彩土器が注目される。山三

賀[[[遺跡では、縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代と、大きく3時期の遺物が確認されている。主体と

なる奈良・平安時代の遺構は、竪穴住居約90棟、掘立柱建物27棟確認されている[坂井1989]。馬見坂遺

跡は新発田市の西部、新砂丘1-2の内陸側砂丘間低地に位置し、北東から南西へ緩やかに下る標高0.5

～3111の斜面に営まれていた。標高11nより低い部分に湿地が形成され、その水際に遺構・遺物が多く分

布していた。土器は縄文時代前期末葉・中期初頭・晩期がある[立木2000]。③松影～城山ライソの。1

群3列目は縄文後・晩期・弥生・古墳時代のほか、城山(甲山)遺跡では奈良末～平安初期と思われる土

師器・須恵器が多量に出土している。松影遺跡は5地点確認されている。A遺跡は新砂丘1-3に立地す

る。B・C・D遺跡は砂丘の北側、E遺跡は南側に位置する。このうち発掘調査が行われたA遺跡では、

洪水堆積層中にから縄文時代中期初頭～晩期、弥生時代中・後期、古墳時代、平安時代、中世の遺物が出

土した。注目されるのは、縄文時代後期中葉の加曽利B式土器と弥生時代中期～後期の東北系弥生土器で

ある。天王山系に属する東北系の弥生土器は、県内でも有数の出土量である[加藤2000]。④笠柳～鳥屋

ライソの1群4列目には縄文晩期後半～終末期の鳥屋遺跡が存在する。総数180基の土抗が検出された。

[関1980]

自然堤防上の遺跡

駒林川の自然堤防上と阿賀野川右岸に隣接する自然堤防等の微高地に立地する遺跡を概観する。遺物は、

古墳時代前期、奈良末～平安期の土師器・須恵器を主体とする。

長場館は、長場集落の南500mの水田部にあり、昭和34年の開田工事で遺構の一部が確認された。水田

部には内城・外城・城の腰・城ノ館・土居・下屋敷などの地名があり、中世城館跡の存在が推定できる。

駒林川の屈曲部を利用したものと考えられる。

上土地亀遺跡は、旧駒林川右岸側の自然堤防上に位置し、水田部に標高1.5m前後の微高地状を呈して

いる。この自然堤防は開田・耕作整理で削平されたり、旧河道部は砂で埋め立て畑地としたため、複雑な

形状をした部分もある。遺物は、9～10世紀頃を中心に、土師器(発杯・禍・高杯脚)・須恵器(甕・圷・蓋・

壷)・土錘・鉄澤などがある[関1993]。

正尺遺跡は旧大口川左岸の自然堤防上に立地し、現況で標高1～2mを計る。現在までのところ、A～

Dの4遺跡が確認されている。いずれも古墳時代前期の遺物が見つかっており、当該期の遺跡密集地帯で

あるといえる。このうち、本報告の正尺A遺跡(平成12年度)及びC遺跡(平成11・12年度)は、日沿道建設

にともない調査が行われた。正尺C遺跡では多数の土器のほか、竪穴住居4軒、土抗53基、掘立柱建物10

棟のほか、方形周溝墓1基が見つかっている。また、周溝・陸橋をもつ建物が1軒見つかっており、祭祀

との関連で注目される[加藤2001]。
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2周辺の遺跡
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第1]工章遺跡の調査

第皿章 遺跡の調査

1グリッドの設定

国家座標の軸に従いグリッドを設定した。グリッドは大・中・小の2種があり、大グリッドは101n四方

を単位とし、小グリッドは大グリッドを2111四方に25等分したもの小グリッドは中クリッドを1m四方に

4等分したものである。大グリッドの名称は北西隅の杭を基点として、東西方向では西から算用数字を付

し、南北方向では南からアルファベットを付して「5D」のように組み合わせて表示した。中・小グリッ

ドは南西隅の杭を基点に1～25の算用数字を用い、「5F-23-1」のように大グリッド表示のあとにつ

けて呼称した。5D杭の座標値は、X-214168.591、Y・・63241.116(STA.80+80)である。

2層序

遺跡は旧大口川左岸の南北に走向する自然堤防上に立地する。東側に旧大口川流路跡、西側には湿地

(旧島見前潟)が広がっていたと思われる。調査前の現況は宅地および荒蕪地で標高0.9～2.1mを測る。調

査区東側8～10列で流路跡と思われる地山層の落ち込みを確認した。西側では湿地との境界が確認されて

おらず、調査区外まで自然堤防がのびると思われる。以下、各層の註記事項を記す。

Ia層盛土

lb層表土

IIa層オリーブ灰色シルト

IIb層灰色シルト

1皿層オリーブ灰色シルト

]V層灰色シルト

Va層青灰色砂

Vb層青灰色シルト

宅地造成時の盛土

水田耕作土。近世陶磁器を含む。

褐鉄鉱・微細な炭化物が少量見られる。平安時代の遺物を含む。

1[a層に比べ砂質が強い。褐鉄鉱・炭化物を少量含む。

5㎜程度の炭化物を少量含む。下部に火山灰を含む。古墳時代遺物包含層

粗砂質強い。褐鉄鉱を少量含む。古墳時代の土器が少量見られる。

粒度の粗い砂。上面付近に褐鉄鉱が沈着する。地山層。

斑状に砂が混じる。地点により硫黄分の吹き出しが見られた。

                  暫甲四『一一一一一_一一回一一門}}㎜一一週跡123,・4、567.8.9。.ぬ9
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第皿章遺跡の調査

3遺構

A概要

古墳時代の竪穴住居跡1軒と土坑1基、古代の土坑1基・ピット1基、近世の廃棄土坑が2基確認され

た。以下、時期ごとに詳述する。近世の遺構については次章の遺物の項で述べる。

B各説(図2～4)

Sl1(図版3・17)
6B-3

グリッド6Bに位置し、検出面は、]V層である。

住居趾プラソの東壁中央、北東角、南西角および中

央部は後世の掩乱を受けている。平面形は若干隅丸

気味の方形で、壁ぎわに幅約0.3n・の周溝をもつ。

南北約5.Om、東西約4.7mを測る。プラソ内から4

基のピット(P1～4)を確認した。P1は長軸0.3

m、短軸0.2mの楕円形で深さは約0.1111である。P

2は長軸0.5m、短軸0.4mの楕円形で深さは約0.1

mである。ともにプラン西壁中央付近に位置し、周

囲の床面の硬化が顕著であること、後述するP3・6B'18

P4より小型で2基間の間隔が狭いことなどから、

入口施設に関連すると考えられる。P3は長軸0.7

         
          0020070060040010

          00500・10001＼0
          005004004003008001

          0005015LOO6002002011

          001004011003019o

          02m

(単位kg)ヒ===:==L===:==1

第8図SI1小グリット別遺物分布

7B-11

m、短軸0.3111の不整楕円形で深さは0.1mである。P4は長軸0.5m、短軸0.4mの楕円形で深さは0.lm

である。P3・P4はともにプラン中央で対角線上に位置していることから、主柱穴の可能性がある。対

となる残りの2基は掩乱のため確認できなかった。炉跡・

貯蔵穴は検出されていない。住居肚内は基本的に2層の堆
5G6C

積である。上層(2層)は暗緑灰色シルトで少量の炭化物

と火山灰を含み、硬化がみられることから床面と考えられ

る。下層(3層)は暗緑灰色粘性シルトで極少量の炭化物

が混ざり、しまりは弱い。遺物包含層。古墳時代前期の±

器が上層、下層、周溝およびプラソ周辺から万遍なく出土

した。本趾に伴うと思われる遺物は、6B-13-2から鉢

の底部が一括して出土した他は、細片である。遺物は、比

較的プラソ中央部に少なく、南側に集中して出土する傾向
5D6D

がみられた(第8図)。

SK2(図版4・17～18)

不整楕円形の土坑である。長さ約9.8m、幅約3.81n、深

さ約0・5mを測る・検出面はM>らV層にまたがる・短辺・単位kg・°_2m
の断面形が皿状を呈する・覆土は4層で、レンズ状堆積を第9図SK2中グリット別遺物分布

          

     001005002

     005006

     '1'1昌・291竜、0191001ノ＼、1"

     

     00101
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4遺物

示す。地山層の段階で形成された自然の落ち込みと考えられ、窪地を利用して土器が廃棄された状況であ

ると考えられる。下層部に炭化物・土器が集中して見られる。特に、遺構中央の最深部3・4層で土器が

多数検出された(第9図参照)。遺構がほぼ埋没した段階で、1]1層が被覆しており、皿層(包含層)より時期

的に先行する。甕・高杯・器台・鉢形土器が出土している。

SK3(図版4・18)

円形の土坑である。直径約45cm、深さ約20cmを測る。検出面はV層である。断面U字状を呈する。覆

土は5層で、水平堆積を示す。4層は大きさ2～5㎜程度の炭化物層である。4・5層から平安時代の土

師器甕が出土した。

pit4(図版4・18)

7C-14グリッドに位置する円形のピットである。断面U字状を呈する。覆土は1層で炭化物をごく少

量含む。底部の一部で直径約10cmのくぼみが見られる。遺物は出土していない。

4遺物

A.概要

正尺A遺跡の遺物は古墳時代の土器、古代・中世の土器、江戸時代の陶磁器・木製品など平箱で約45箱

出土した。以下、時期ごとに記述する。

B.古墳時代の遺物(図版5～lo・19～23)

(1)分布状況

土器群は、土坑2出土資料と包含層出土資料とに2大別される。第10図に大グリッドごとの重量分布を

示した。そのうち包含層出土土器の分布状況は、竪穴庄居跡・土坑を含む4～6B・Cグリッド周辺では

遺物の集中度が高いのに対し、それ以外の場所においては、東・西・南端に向かうほど遺物分布が散漫と

なる。遺跡は北側にのびていると考えられ、調査区はその南端にあたると考えられる。6E・8E等で比

較的数値が高いのは、甕が一括出土しているためである。

A
B

G
D

E
F

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1011

           015002007

           .1.ψii394:'i"ノ!!〆・ラ'魏宏多董膨㌶鶉勇:i.1.りt'i001008           灘

           009i'」.15i;・.・;・;。;・;・;・;・:。;。:i馨…1:難il。°.'.㌔.....°.°.°.°.°.°.°.'.°。'.°.°.9.°:i:ii宅iiiii:iiiii茎i難iiiiiil鐸繍lii・華…攣…1:i:1:脅笏,二蟻影3700102
           009036098.・46ラ"387'.85028350.08003

           020510240021'ゴゴ:002

           06905500100115

           24

●は一括土器(数字は図版の土器No)

第10図大グリッド別重量分布

(単位kg)
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第皿章遺跡の調査

(2)土器月台土

各器種に共通して2～5㎜程度の長石の混入が特徴的である。その他、チャート・白色粒子・微細な雲

母も見られる。近隣の砂・砂礫の混入は高杯・器台・小型の壷などでは少なく、甕類では多く見られる。

近隣の葛塚遺跡[関1999]では胎土中に海綿骨針の混入が認められるが、本遺跡ではほとんど確認できな

かった。なお、観察表では砂・礫を砂・砂礫・礫に区分し記述した。調整技法については以下の区分に基

づき観察を行った。

ハケ櫛歯状に刻目の入った板状の工具で器面をナデつけるもの。

ナデ指等によるナデと板状の工具によるナデの2種類がある。器面の平滑化を目的とする。

ミガキヘラ状もしくは棒状の工具で擦り、光沢を持たせる。

ケズリ成形後ある程度の乾燥を経て行われ、ヘラ状もしくは板状の工具で粘土を削りとる。

(3)土坑出土土器

土坑からは、計約8.7kgの遺物が出土した。小破片が大半を占めるが、それらに混じり、完形に近い土

器が数点出土している。ここでは、図化できる11点を掲載した。

甕(1～3)

「く」の字状口縁のもののみ確認した。調整は内外面ハケである。口縁端部の形状は1は面をもち、2・

3では丸い。3は口縁部が直線的に立ちあがり、途中屈曲外反する。頚部に横方向のハケメが見られる。

高杯(4・5)

4は杯部が外反し、脚部は内攣気味に広がり裾部で開くものである。脚部中半に透孔をもつ。5は杯部

に稜があり、内轡気味に開く。脚部は直線的に開く。

器台(6～9)

6・7は受部が直線的に開く。受部の端部を上方につまみ上げている。7では、脚部中半に透孔を持つ。

8は受部が内轡するものである。9は脚部のみで、裾部が大きく開く。脚部上半に透孔をもつ。高杯の脚

部の可能性もある。

鉢(10・ll)

10は円錐状を呈し、底部に孔をもつ。口縁端部に内傾する面をもつ。器面が被熱により赤化している。

甑として大別できる。11は口縁部に段をもち、体部は偏球形を呈する。口縁端部の断面形が尖り気味にな

 る。

(4)包含層出土土器

包含層中からは、総計約65kgの土器を検出した。ここでは図化できる90点を掲載した。以下、大別器種

に分類し、器種ごとに記述する。

甕形土器

12～15は、口径20cm以上の大型の甕である。口縁部が「くの字」状に外反する。口縁端部はいずれも

丸い形状を呈する。12～14は、口縁部内外面にハケが残る。15は胴部中半に最大径があり、球胴状を呈す

 る。

16・17は、口縁部に段をもつ。擬凹線文を持たず、横ナデ調整のみである。口縁部の下端に粘土を貼り

付け、肥厚させて段を作り出している。口縁端部の断面形が尖り気味になる。いずれも肩の張りは弱い。

13



4遺物

18～38は、口縁が「くの字」状に外反するもの。口縁端部の形状で分類すると、つまみ上げるもの(18

～20)、面取りするもの(21～24)、丸くおさめるもの(25～30)が見られる。20は口縁端部を上下方向へつ

まみあげる。肩の張りが比較的弱い。21は口縁端部を面取りし、端部下方を若干つまみあげる。23は口縁

端部が尖り、かつ面を持つ。器厚は薄く、胎土も小円礫が多く含まれる。24は偏球形の胴部をもつ。被熱

による器面の剥落が著しい。25は口縁部が短く外反する。胴29は、口縁端部内面に巻き上げ痕が残り、帯

状に盛りあがる。内外面ともに炭化物の付着が見られる。30は口縁部にヘラ+デがあり、口縁端部に指の

圧痕が残る。器面の調整は外面ハケ調整で、内面はヘラナデ調整が主である。

31～37は直線的にのびる口縁部が、上部で屈曲外反するものである。31～33は口縁の外反部分に粘土を

貼り付けて肥厚させ、頚部に横ナデを施して屈曲を強調している。34・35は口縁部が水平方向に外反し、

端部に面取りが見られる。体部上半に最大径をもつ。いずれも目の粗い原体でハケを施している。36は37

は胴部中半に最大径をもつ。

底部資料(38～44)

底部は上げ底のもの(38・39・42)、平底のものが見られる。底面はヘラナデを行っている。底径約3.5cm

前後のもの(38～4)、5cmを越えるもの(42-44}がある。

壺形土器

45～48はいわゆる細頚長頚壷である。45は口縁部が外傾し、頚部に沈線状のミガキを持つ。46は口縁部

が上方に直線的にのびる。47は胴部上半である。48は胴部上半が球形、下半が直線的に伸びる「そろばん

玉」状を呈する49・50は球形の胴部に内轡気味に広がる短い口縁つくもの。頚部の径が45～48に比べ大き

い。頚部に横方向のナデを施し、屈曲部を作り出している。

51～54は単純口縁の壺である。口径が外反気味にのびるもの(51)、「くの字」状に外反するもの(52・53)、

直線的にのびる口縁が上部で屈曲外反するもの刷・が見られる。

55は東海地方に系譜を求められる口縁に粘土を張り付けて段状するもの。段下部に装飾を意識したと思

われる横方向のハケメが見られる。

56～59、63・64は、いわゆる畿内系二重口縁壺である。56・57は内外面ともに二重口縁の接合部の段が

明瞭である。56は口縁部が深く、頚部が筒状を呈する。頚部には縦方向のハケメが見られる。59・63は内

面の段が明瞭でなく、外面への粘土の肥厚により段を強調するものである。59は口径が28.2cmと大きく、

肩が張る形状を呈する。63は胴部が球状に大きく張る。内外面ともにハケを施す。

60・64は頚部が筒状にならず、「くの字」に屈曲する二重口縁である。65・66はいわゆる無頚壷である。

65は器壁が薄手で内外面にミガキが見られる。66は小型品で外面はハケ調整が見られる。

鉢形土器・蓋形土器

67は、内轡しながら立ちあがる半球形の体部をもつ。口縁部は短く外反し端部が尖り気味に作り出され

ている。68は内轡しながら緩やかに立ちあがる。高杯の杯部の可能性がある。69は浅身で、長く外反する

口縁をもつ。内外面ヘラナデ調整が見られ、体部は扁平な球形を呈する。

70～72は、口縁に段をもつものである。いずれも頚部外面に横方向のナデを行い、段を作り出している。

70は、口縁部外面に擬凹線を模したと思われる横方向のハケメが見られる。71は口縁部がやや内攣し、頚

部外面内面に稜が見られる。口縁端部内面のナデにより口唇部が尖り気味にのびる。72は大きく外反する

口縁をもつ。73・74は、内攣気味に立ちあがる口縁をもつ。色調が灰白色に近く胎土も精良である。調整

は内外面ともにヘラナデの残るミガキが見られる。74では底部を指ナデにより上げ底状に作り出している。
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第皿章遺跡の調査

75・76底部有孔の鉢。甑の可能性もある。75・76ともに底部のみであるが、緩やかな鉢状に開く形態を呈

している。77は、口径31.2cmの大型の片口鉢である。頚部の横ナデにより口縁部が段状を呈する。色調は

灰白色に近く、内外面ともにミガキを行っている。78～80は蓋形土器で、つまみを有し内轡気味に開くも

の。かえりをもたない。口縁端部の処理に若干差異が見られる。78・79では端部を丸く収めているが、80

では面取りが見られる。

高杯形土器

81～84は、杯底部の外面に稜をもち、杯部が内轡気味に立ちあがり、「八」の字状に開く脚部をもつ。

82・83は赤彩されている。杯部は東海系の影響を看取できるが、脚部は在地系の「八」の字状に開くもの

が占める。84は杯部の成形時に粘土紐に刻み目を入れ、接着度を増している。85は在地系高杯の杯部で、

広く平坦な杯底部に外傾する口縁がつく。杯底部と口縁部との屈曲部は不明瞭である。脚部との接合部分

が突起状に残る。

器台形土器

86～91は、いわゆる装飾器台と呼ばれるもの。86は、装飾器台の受部で、内攣気味に開く受部に87は外

反ぎみの受部をもつ。内面の端部を上方につまみ上げている。受部上半に透孔をもつ。88・89は受部に段

をもつ。受部下半に透孔をもつ。深身の受部をもち、透孔を有するものもある。92は、受部が内攣するも

の。脚部が外反する。93は、受部が直線的にのび、端部を面取りする。脚部は口径と底径がほぼ同一であ

る。直径約2cmの貫通孔を持つ。

脚部資料(94～101)

高杯・器台の脚部を一括した。貫通孔の有無により94～98を高杯、99～101を器台とした。

C.近世の遺物

(1)概要

近世の遺物は包含層から陶磁器・土製品・木製品・金属製品などが大量に出土した。陶磁器は18世紀中

頃以降の製品がまとまってみられ、18世紀後半以降になると数が増加する。

近世に属する遺構は、土坑が2基確認された。SK5はグリッド10Aに位置し、南北約5m、東西約2

111を測る溝状土坑。北端は調査区外に伸びる。出土遺物は18世紀代の製品が大半である。大橋・期に含ま

れる筒型碗、広東碗や瀬戸美濃産磁器が出土していないことから、18世紀末頃に廃棄されたと考えられる。

SK6はグリッド8Cに位置し、南北約4m、東西約5n1を測る楕円形の大型土坑。覆土は堆積状況から

大きく上・下層に分けられ、上層はレソズ状に黒色・黄色・褐色有機土が互層に堆積し、遺物が多く出土

した。下層は地山である粘質土に黒色粘土がマーブル状に混じり、遺物の出土量は極めて少ない。底に近

い位置で平安時代の土錘が出土した。土坑の底は地山粘土がその下位の層(砂層)に変わる直後で止まっ

ていることから、粘土採掘坑と考えられる。すなわち、壁土などの粘土を採るために掘られ、採掘後、不

要な土を坑に戻した(下層の形成)。その後の窪地をゴミ坑として使用した(上層の形成)と考えられる。し

たがって、下層は皿層及びN層が混入している可能性がある。同様な「粘土採掘坑」の報告例に金沢市安

江町遺跡[増山1997]、金沢市本町一丁目遺跡[増山1995]がある。本土坑は瀬戸美濃系染付端反碗、瀬

戸美濃系蛇ノ目凹型高台陶胎染付皿が出土し、明治期の資料を含まないことから19世紀前半に廃棄された

と考えられるD。
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4遺物

(2)陶磁器

SK5(図版11・24)

磁器(102-108)

染付総て肥前系である。102は半球型小碗。外面に雪持竹文をもつ。器壁が比較的薄く、呉須の発色も

良好。103は波佐見の碗。外面に二重網目文、内面に一重網目文をもち、見込み中央に菊花文を配する。

同タイプの碗が他に1点共伴しており、組物としての利用も考えられる。104は小丸碗。外面に草花文を

もつ。102と同様、器壁が比較的薄く、呉須の発色も良好。105は水滴。上面の菊花文は型押しで陽刻され

る。右方側面は無粕。底部には布目が顕著にみられる。上面中央と左下隅に孔が表面から内部に向かって

穿たれている。穿孔後の内面は無調整。内部、及び無袖部には墨が残る。上面の施文部には陽刻後呉須が

塗られているが、発色が不良で黒緑色を呈す。106は小瓶。呉須で「御神前」と書かれる。銘が入る器面

は傾斜がなだらかである。おそらく、銘を描く際に描きやすくするためか、あるいは、消費者が読みやす

くするための工夫であろう。口縁部欠損。鶴首あるいはラッキョウ型になると思われる。107と108は波佐

見の皿。ともに、内面を蛇ノ目状に粕剥ぎし、二重斜格子文をもつ。法量がほぼ同じで、規格性がある。

図示していないが、この他に同規格の皿が4個体出土しており、組物としての利用が想定できる。内面に

二重斜格子文をもつタイプは1690年代から1770年代まで焼成されるが、文様の崩れ具合から1750年代から

1770年代のものと思われる。107は口縁端部を打ち欠いた後、割れ口に漆を塗布している。一部を欠損後、

意図的に打ち欠き、高さを揃えて再利用したものと考えられる2〕。

小片のため図示しなかったが、その他に瓶2点〔同一個体)、碗15点(外面二重網目文9点、梅樹文1点、底部

2点、クイプ不明3点)、皿11点(二重斜格子文4点、蛇ノ目紬剥ぎ底部2点、タイプ不明5点)、器種不明10点が出土

した。

青磁(109)

本遺構では1点のみの出土である。

109は波佐見の仏花瓶。肩部に鳳鳳を対に配する。このタイプは18世紀後半以降、波佐見諸窯で生産さ

れる。完形。

陶器(110～H8)

110は京・信楽の灰粕半球碗。残存部は無文。111は京・信楽の色絵の半球碗。灰粕の上から赤と緑で松

を連続して絵付ける。ll2は越中瀬戸の短頚広口壷。内外面に錆粕。底部回転糸切り。内面にススが付着

している。113は越中瀬戸の茶入れ。内外面に鉄粕を薄く掛け、光沢のある淡茶褐色を呈す。114は会津本

郷系の片口。内面及び外面上半にやや紫味を帯びた黒色の鉄粕がかかる。外面胴部下半の露胎部は淡燈色

に発色する。輪轄成形で、ケズリの痕跡が明瞭である。口縁上端面は拭き取られ、無粕である。見込みに

4つのトチソの目跡があり、外面胴部中位に環状に重ね焼の痕跡がみられる。削り出し高台。福島県三春

城跡で類品の出土例[平田1995,2000]がある。115は肥前系の半磁胎香炉、もしくは火入。内面、及び

外面胴部下半無粕。粕は青味を帯びた透明粕で、ガラス質化し、淡緑色を呈す。粕際に紬だれがみられる。

口縁部付近には細かい貫入が多数みられる。外面は呉須による施文。発色は不良で深緑色を呈す。口縁付

近に圏線が2条、胴部下半に1条巡り、胴部中央に山水文を描く。削り出し高台。116は肥前系の瓶。口

縁から頚部上半と頚部下半部から底部の2片から復元した。外面にオリーブ色を呈する灰粕を施した後、

白化粧土を刷毛塗りする。底部は創り底風の削り出し高台。117は肥前系の播鉢。内外面鉄粕。畳付及び

高台内に砂が付着する。櫛目は21条1単位で上端部はナデ揃える。胴部中ほどに1単位のみ横方向に、縦
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第皿章遺跡の調査

方向のうえから重ねている。内面見込みに重ね焼の痕跡が輪状にみられる。全体として非常によく焼締ま

り、焼成良好。118は在地の灯明受皿。灯明皿をその上に乗せ、垂れた油を受ける皿。油皿ともいう。環

状の仕切の一部に細い開油溝を設ける。その周囲は開油溝に向かって傾斜する。内面と外面開油溝を中心

にススが付着する。口縁端部は意図的に打ち欠いてあり、一部破損後、高さを揃え、灯明皿として再利用

された可能性がある。胴部外面はナデ調整。底部は糸切り。

その他に、図示していないが、会津本郷系鉢類底部1点、肥前系瓶2点(同一個体)、産地不明の器種不

明製品(内外面鉄粕)1点、肥前系播鉢23点(4個体以上)が出土した。

土器(119)1点のみ出土。

119は焙烙。胴部中位に直径1.2cmを測る、吊すための穴が開いている。その他、用途不明の貫通してい

ない穴が内面口縁近くから外面胴部境に向かって穿たれている。外面はススの付着が顕著であり、底部は

二次焼成が著しい。輔轄成形で、内外面はナデ調整、底部は不明。底部境の指頭押圧痕はみられない。

SK6(図版12・24)

磁器(120・12D

l20は肥前系の白磁紅皿。型押し成形。法量から、ミニチュアである可能性もある。121は肥前系の染付

小皿。内面に松を描く。

その他に、図示していないが、肥前系染付碗3点、波佐見梅樹文碗1点、波佐見外面二重網目文碗(内

面無文)1点が出土した。

陶器(122-125)

122は瀬戸美濃の陶胎染付皿。黄白色の粗い胎土に白色化粧土を塗り、呉須で草花文を描く。底部は高

台内に段を持つ蛇ノ目凹型高台。123は産地不明の碗。内・外面に黄緑色気味の白粕を厚く掛け、その上

から青粕の流し掛けを施すタイプ。全面に貫入が多くみられる。同様の手法による製品は、相馬、会津本

郷などの東北諸窯や笠間、松代、信楽などで多くみられ、産地は特定しがたい。幕末頃の所産であろう。

124は肥前系の鉢。残存部は内面全面に鉄粕後蛇ノ目状に白化粧土を刷毛塗り。外面は残存部まで無粕。

外面胴部下半は回転ケズリ調整を施し、ケズリ痕が明瞭である。高台は削り出し。高台端部は意図的に打

ち欠いている。高さを調整したのであろうか。125は肥前系の播鉢。内外面に鉄粕(鉄泥)を施すが、焼き

が甘く、光沢の無い暗赤褐色を呈す。畳付けは粕剥ぎしない。胴部下半は回転ヘラケズリ調整を施し、ケ

ズリ痕が明瞭である。高台は底部をヘラケズリで成形後、貼り付ける。見込みに重ね焼の輪状痕。櫛目は

13条1単位。胎土に礫を含み、全体に粗雑なつくり。その他に、図示していないが、肥前系播鉢1点、産

地不明鉢2点、産地不明碗1点が出土した。

土器(126)

126は規炉。内面上半にススの付着がみられる。残存していないが、三足になるものとおもわれる。内

面はナデ調整。外面に化粧土を施す。口縁端部には敲打痕がみられる。キセルによるものか。江戸遺跡周

辺では、敲打痕は江戸時代後期の火鉢にみられ、規炉には認められないという(・」・林199D。火鉢として

利用されたものと考えられる。

包含層(図版12・24)

127は陶器の蔵骨器3)。6B10-4出土。素焼き。「日□」と墨書。燕市焼屋敷遺跡近世墳墓の出土品に

類例をみることができる。
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4遺物

(2)木製品

SK5(図版13・25)

140は、鋤。柄の根本は折損。端部が丸みを帯びて摩耗していることから、再利用したものと思われる。

141は椀。内面に赤漆、外面に黒漆を塗布する。外面胴部には「丸に蔦」紋が三箇所に施される。142は棒

状木製品。両端欠損。鍬の柄であろうか。枝打ち、および削りによる器面の調整を行う。143は箸。断面

六角形に面取りする。144は替。断面六角形に面取りし、一端がカーブする。全面に黒漆を塗布する。145

は柄杓。柄杓の身部。丸太状の材木から中を創り抜いて製f乍されたものと思われる。146と147は鍬。風呂

鍬刃床部。中央には長方形の柄入れが開けられることから、柄を懊で取り付けるタイプである。柄の取り

付け角度は146が73°、147が68°4)。148は下駄。一材から創り出して製作し、両歯を有する、いわゆる

「蓮歯下駄」である。上面形が曲線的で、横緒穴は後歯の前方に位置する。部分的に黒漆が遺存しており、

全面あるいは歯の接地面を除いて塗布されたものと思われる。

SK6(図版14)

150～152は椀。150は高台の高い椀。内外面に赤漆を塗布。無文。151は薄手で、高台から大きく外に開

くタイプ。高台部欠損。見込み中央に直径1.Ocm程の円形の孔が穿たれる。内外面に黒漆を塗布。外面に

は赤漆で「丸に細九枚笹」紋が三箇所に施される。152は内面全体に赤漆を塗布。外面は全面に黒漆を塗

布後、草花文を施す。153は蓋。食篭の蓋か。内外面に同心円状の沈線がみられる。装飾的なものであろ

うか。内外面には部分的に黒漆および赤漆が遺存する。154は有孔円板状木製品。裏面全体に黒漆を塗布

する。表面は全体に黒漆を塗布後、更に赤漆を重ねて塗布する。中央部には直径約1.5cm程度の円形孔が

穿たれる。蓋か。155は桶・樽底板。半円形に折損する。表面円周に若干の面取りを行う。156は印篭。携

帯用蓋物の蓋で煙草入れか。上面形は楕円形。左右の穴に紐状のものを通し、緒締めで絞り止める。二つ

重・三つ重など数段をもつもので、本製品は最上部である。157は箸。断面六角形に面取り。全面に黒漆

を塗布する。158はワラスグリ。藁を細工する前に根本に付いているハカマを取り除く道具。手に持って

すくタイプ。ワラスグリを右手に持ち、左手に藁の穂先を持って、根本をワラスグリの歯ですくと八カマ

をとることが出来る(神奈川大学1988)。本製品は両端が欠損し、全容は不明である。歯を取り付ける孔は

貫通せず、歯はすべて欠落している。159～161は下駄。159、161は差歯下駄(構造下駄)に属するタイプ

で、ホゾに嵌め込まれた歯が台部を貫通しない、いわゆる「陰卯下駄」である。ともに歯は欠落している。

上面形は159が長方形、161が楕円形を呈す。ともに、台裏の中央最厚

部から四辺に向かって斜めに削り落とされ、横緒穴は後歯の後方に位
o

o

●

9

置する。台裏には鼻緒の結び目を保護するために套1」り出された四角形

の穴が、159には前緒穴周辺に、161には横緒穴周辺にみられる。161

は小型であることから、小児用か。160は、一木から到り出され、両

歯が独立していない、いわゆる「創り下駄」である。上面形は楕円形

を呈す。後歯は擦り減り、後ろ下がりに傾斜する。前緒孔周辺には鼻

緒の結び目を保護するために創り出された円形の穴がみられる。 第11図ワラスグリ模式図

(3)石製品

SK5(図版13・25)

149は砥石。台形断面を呈し、四面ともに擦痕がみられる。
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第皿章遺跡の調査

D.古代・中世の遺物(図版12・23)

古代・中世の遺物は少なく、散発的に見られるのみである。調査区内に該期の遺跡本体があったとは考

えにくい。14点を図化・報告する。古代(平安時代)の遺物は、土師器甕2点・鍋1点・椀1点、須恵

器甕2点・横瓶1点・杯3点、土錘1点がある。中世の遺物は珠洲焼甕(壷)1点・片口鉢1点があ

 る。

須恵器

130～132は無台杯で、底部外面は回転ヘラ切りの後ナデ調整が行われている。134は横瓶である。閉塞円

板の痕跡が見られる。外面はタタキおよびカキメ調整である内面はナデ調整が見られる。

土師器

135は椀で、表面の摩滅が著しく、ロクロの単位は不明である。不明瞭であるが底部は回転糸切り痕が見

られる。128・136は甕である。136ではロクロナデのあと横方向のカキメを施している。137は鍋で口縁部

径34.6cmを測る。

土錘(129)

SK6で出土した。近世陶磁器類と共伴しているが、形状等から古代の混入と考えた。太型で、両端が

すほまる管状を呈する。棒状の工具を芯として粘土を巻き付けて製作されたものであると思われる。摩滅

のため調整等は不明である。

珠洲焼(138・139)

138は胴部片で甕か壺かは不明。外面には細い平行打圧痕、内面は円形無文の押圧痕をもつ。色調は灰

色で焼き上がりは硬質。139は片口鉢で、卸目が3条見られるが、単位は不明。色調は灰色で焼き上がり

は硬質である。
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1花粉分析及びプラントオパール分析

第]V章 自然科学分析

1花粉分析及びプラントオパール分析
株式会社古環境研究所

Aはじめに

花粉分析は、一般に低湿地堆積物を対象として比較的広域な地域の植生や古環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお、

乾燥的な環境下の堆積物では、花粉などの植物遺体が分解されて残存しないこともある。一方、植物珪酸

体は、ガラスの主成分である珪酸(Sio2)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯死した後

も微化石(プラソト・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラソト・オパール(植物珪酸体)

分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり、イネをはじめ

とするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている。

ここでは、花粉分析とプラント・オパール分析から、正尺A遺跡における稲作跡の可能性と植生および

堆積環境について検討した。

B試料

調査地点は、2Dグリッド東西ベルト北壁面(No.1地点}、5Bグリッド南北ベルト東壁面(No.2地点)、

5Eグリッド南北ベルト東壁面(No.3地点)、7Fグリ・ソド南北ベルト東壁面(No.4地点)、10Cグリッド東

西ベルト北壁面(No.5地点)の5地点である。

分析試料は、No.1地点では上位より。Ia層(試料3m、1[層相当層(試料31、32)、皿層相当層(試料33)、

N層(試料34〕、V層(試料35)の6点、No.2地点では上位より、Ib層(試料36)、]Ia層(試料37)、1]1層

(試料38)、]V層(試料39)、V層(試料40)の5点No.3地点では上位より、Ib層(試料41)、1層相当層(試

A
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D

E
F
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           No5
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           No4

第12図サンプリング位置

20



第]V章自然科学分析

料42)、皿層相当層(試料43)、N層相当層(試料44)、Va層(試料45)の5点、No.4地点では上位より且層相

当層(試料46)、皿層(試料47)、N層(試料48)、V層(試料49)の4点、No.5地点では上位より旧耕土(試料50)、

∬a層(試料51、52)、Ira層(試料53)、]Ib層(試料54)、皿層(試料55)、N層(試料56)の6点である。な

お、花粉分析はNo.2地点とNo.3地点について、プラソト・オパール分析はすべての地点について分析を行

った。

C分析法

(1)花粉分析

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行っ

 た。

1)5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5㎜の箭で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理(無水酢酸9濃硫酸1のエルドマン氏液を加え

1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈渣に石炭酸フクシソを加えて染色を行い、グリセリソゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離(1500rplll、2分間)の後、上澄みを捨てるという操

作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉

(1973)および中村(1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによ

って、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフソ(一)

で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分

類群とした。イネ属に関しては、中村(1974、1977)を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表

層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とする。

(2)プラント・オパール分析

プラソト・オパールの抽出と定量は、「プラソト・オパール定量分析法(藤原、1976)」をもとに、次の手

順で行った。

1)試料土の絶乾(105℃・24時間)

 2)試料土約1gを秤量、ガラスビーズ添加(直径約40μm、約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散(300W・42KHz・10分間)

 5)沈底法による微粒子(20μ1n以下)除去、乾燥

6)封入剤(オイキット)中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラソト・オパール(以下、プラント・オパールと略す)
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を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行っ

た。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料lg中のプラソト・オパール個数(試料19あたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパーノレとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重(1.0と仮定〕と各植物の換算係数磯動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重、単位l

lo-5g〕を乗じて、単位面積で層厚lcmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キ

ビ族はヒエ、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキ、タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、

それぞれ2.94(種実重は1.03)、8.40、6.31、1.24、0.48である〔杉山・藤原、1987)。

D分析結果

(1)花粉分析

1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉5、樹木花粉と草本花粉を含むもの1、草本花粉4、シダ植物胞子2形態

の計12である。これらの学名と和名および粒数を表1に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に出現し

た分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、サワグルミ、ハンノキ属、クリ、エノキ属一ムクノキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科一イラクサ科

〔草本花粉〕

・イネ科、カヤッリグサ科、アブラナ科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2)花粉群集の特徴

・No.2地点

試料37、39では花粉が検出されなかった。試料36では、・＼ソノキ属、サワグルミ、試料38では、イネ科、

アブラナ科、試料40では、ハソノキ属、クワ科一イラクサ科が極めて少量検出される。

No.3地点

試料41では、ハソノキ属、・イネ科、カヤッリグサ科、試料42では、マッ属複維管束亜属、ハソノキ属、

エノキ属一ムクノキ、カヤッリグサ科、ヨモギ属、試料43ではハソノキ属、イネ科、試料44ではクリ、試

料45ではハソノキ属が少量検出される。

(2)プラソト・オパール分析

検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ウシクサ族(ススキ属型)、タケ亜科(ネザサ節型、ク

マザサ属型、その他)および未分類である。また、海綿骨針もいくつかの試料でみられた。これらの分類群

について定量を行い、その結果を表2、3、図1～5に示した。おもな分類群については顕微鏡写真を示

した。
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E考察

イネのプラソト・オパールが検出されたのは、No.1地点のIa層とNo.5地点の旧耕土の2試料のみであ

る。こうしたことから、本調査区において稲作が開始されたのは比較的新しい時代になってからと考えら

れる。イネ以外の分類群では、各層ともクマザサ属型が優勢である。クマザサ属は乾いた環境に生育する

植物である。なお、湿地的環境に生育するヨシ属の出現量は低いことから、各層とも調査区付近は比較的

乾いた堆積環境であり、調査地点あるいは近傍にはクマザサ属等が生育していたと推定される。V層、]V

層、皿層、Ib層およびIa層からは少量であるがヨシ属が検出されていることから、周辺に湿地的なと

ころもみられたようである。また、各試料から海綿骨針が検出されることから、海岸線が近かったことが

推察される。なお、No.2地点と3地点で花粉分析を行ったが、いずれの試料も花粉密度が非常に低く、花

粉が少量検出されるかもしくは検出されなかった。こうしたことから、花粉などの有機質体が分解される

乾燥あるいは乾湿を繰り返す堆積環境であったと推定される。

Fまとめ

正尺A遺跡において花粉分析とプラソト・オパール分析を行い、稲作跡の可能性および植生・堆積環境

について検討した。その結果、本調査区では比較的最近になって稲作が開始されたと判断され、それ以前

はおおむね乾いた環境か乾湿を繰り返す環境であり、近傍にはクマザサ属が生育していたと推定された。

また、海岸線に近かったことが推察された。
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表1正尺A遺跡における花粉分析結果

分類群 No.2 No.3

学名 和名 36373839404142434445

Arborealpollen樹木花粉

Pinussubgen.Diploxylonマツ属複維管束亜属2

Pterocatyarhoifoliaサワグルミ1

Alnusハンノキ属311211

Castaneacrenataクリ1

CeltisッAphanantheasperaエノキ展ニムク∠去一_一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一.一.一一一一一一一一一一一一一一_.一1一.一一一.一一一_一一一一.

ArbOrett星・Nonarborealpollen樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceaeクワ科一イラクサ科1

NonarbOrealpollen草本花粉

Gramineaeイネ科111

Cyperaceaeカヤツリグサ科13

Crlciferaeアブラナ科1

Artemisiaヨモギ属2

Fcmsporeシダ植物胞子

Monolatetypespore単条溝胞子9111234

'rrilutctypespore三条滑胞子11

ArborealpoHen

Arboreal・Nonarboreulpo1皇en

Nonarborealpollen

Totalpo且len

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

4
0
0
4
.

0
0
0
0

0
0
2
2

0
0
0
0

1
1
0
2

1
0
2
3

4
0
5
9

1
0
1
2

1
0
0
1

1
0
0
1

Unknownpollen

Fcmspo爬

未同定花粉

シダ植物胞子

0
1

0
0

0
0

0
0

0
9

0
0

0
5

0
3

2
2
1

1
2

1-lelmi1吐1eggs 寄生虫卵 (一)(一)(一〉(・)(一)(一)(一)(一)(一)(一)

明らかな消化残渣 (一)(・)(一)(一)(一)(一)(一)(一)(・》(一)

表2新潟県、正尺A遺跡のプラント・オパール分析結果(その1)

         検出密度(単位:x100個/)

         Nα1北壁…Nα2北壁iNα3東壁

         分類群和名・学名土IaII-III-21HI▽vlIbIlaIHWVlIbIImWVa

         イネ科Gramilleae(Grasses)イネ0ηzα5αfルα(domestlclice)ヨシ属P加囎加儒807ii17114ii15:6
         _スろ圭属型__磁塾吻琳yp6-一一_...L___z.一一一.一一一一一一一一.一__一一_一.z.._.⊥._1.._._一...._.一.一.__一」一一一一一一乙一一一___一..一.,一一.___
         タケ亜科Banlbusoideae(Bamboo)ii
         ネザサ節型P癖oゐ'α5'粥secしA馳α5αtype4413778i77::14147
         クマザサ属型5α5α(exceptM加々02αsα)type51262176297/41102::〃9149944012::8112098〃250
         その他Others155429/578:213077:2714713

         冒■F膠冒■冒冒冒膠冒■■膠膠■■■■膠■■■■■冒閥■■■■冒■膠,冒一■一一一幽一一・・幽幽一.・,圏一一膠"冒冒'冒"冒''"冒'''"¶''''''''''''''"…'''''":"圏''"幽幽''''''''''''''""冒'"膠'冒'『'"マ'"冒''''''"一冒冒冒冒'層冒''"一''''''''''"幽

         .海舞…骨針..一一一.....§P∫～09旦.....一一一一一一一.一一一一一一一一.一一..7715:287151"一一,7冒,一,,一一一一冒,「響一一一一一一一一一一一一一一゜一一一一・一一一一一一・■.一幽゜°.■■■■響゜°°.■冒.・・..・・..■・....冒¶膠.冒,-T¶一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一.一幽一一・・.一一幽一一…347
         未分類等Unknown197195183156149161:2〃1411456742:1771846315962

         プラント・オパール総数402530403483312297:40832727612153i3393401乃284〃8

                  おもな分類群の推定生産量(単位:㎏/㎡・cm)

                  イネ0り205θ〃〃α(domesticr{ce)2.36ii
                  ヨシ属月zγα8フ,乙"8∫0.461,071:0.890.92i0.39
                  ススキ属型Mゴ∬αη〃閥type0.090.09i0.09i0.08
                  ネザサ節型月8た〕ど)105'L俗sectムτ8zo∫己7type0.210.060.040.040.04:10.030.03i0.070.070.03
                  クマザサ属型5α5α(excetルf'7α々02αSα)e0.381.961.322.231.060.76i0.901.〃0.710.300.ogi0.610.900.740.840.37

※試料の仮比重を1.0と仮定して算出。

表3新潟県、正尺A遺跡のプラント・オパール分析結果(その2)

     検出密度(単位;×100個/g)

     分類群和名・学名土層Nα4東壁iNα5」ヒ壁     IIInIVVa:旧耕土II-a-111-a-211-a'II-bIn

     イネ科Gramineae(G星asses)イネ0刎zα5α"りα(domestiqice)ヨシ属P1端卿π舵5-一一スろ圭属型一一一一一一哲勲厘々璽y隈一一一一一一一一一一一.一一一タケ亜科BanlbusQideae(Bamboo)ネザサ節型、Rθ'bδ1α5'螂sect漉zo5αtypeクマザサ属型5α5α(exceptM加々02α5α)typeその他Others●■圏●■■膠¶■●冒膠■膠,■■閥一,一一一一…一一一一幽一圏...冒冒..冒冒冒.冒.「膠冒冒.■一冒.海舞i骨壷「ヒ..一一..一一一一§Plqり9皇.......一一一一_.一...一_.幽一.一.一未分類等Unknown6066il〃6615i421851-一一一.一一一一一.一_._..__.一一一i.一一一一一～!-一一一.一一一一一一_..__.__一一一一一一一一一.一一i8i806346:2662456i〃"冒'冒'響''''''''''''"幽''''''"∵''''''''''''''''"幽"圏''''"膠膠''''"…冒冒"¶'膠'"6615:205r-一一一幽・一一・....■.■膠.■響.¶一一一一一一一一」一一゜一一一一一・・圃一・一一幽.・「.,一■膠,一一一一一一一一一一一一一圃幽.圃・..「.響一685654:959849456196139552147
     プラント・オパール総数126.161138138:195122985514073

            おもな分類群の推定生産量(単位:kg/㎡・cm)

            イネ0り7zo50"びα(domestic【ice)i0.31
            ヨシ属P'zrロ8η;"θ50.390.390.97i2.661.150.310.400.33

            ススキ属型M'∫`副'3榔typei0.13
            ネザサ節型P'θたフう'α5'2硲secしNθ2α∫己ztype0・04i
            クマザサ属型Sα5召(excetルf'α々ρZα5α)e0.450.600.470.34i0.200.050.180.040.140.16
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第IV章自然科学分析

2.正尺A遺跡における火山灰分析

新潟大学積雪地域災害研究セソタート部厚志高浜信行

Aはじめに

本報告は、新潟県豊栄市に位置する正尺A遺跡から発見された火山灰層について、構成鉱物の記載や構

成鉱物の化学組成分析を行い対比について検討するとともに、新潟地域の完新統の火山灰層序について資

料化をはかることを目的とする。

B火山灰分析

遺跡地内から火山灰層が確認されため、この火山灰層の同定と対比を目的として、構成鉱物の記載と構

成鉱物のうち特に火山ガラスの化学組成の分析を行った。

(1)産出層位と産状

産出層位は4B-16グリットで、塊状(断面形態ではレソズ状)に産出した(写真1)。火山灰層の粒度は粘

土～シルト粒であり灰白色～灰色を呈する。やや粘土化している。

(2)分析方法

試料は、60、120、250メッシュの飾を用いて水洗し、粒度ごとに乾燥させた。このうち250メッシュの

箭分試料を用いて鉱物薄片を作成し、偏光顕微鏡下で構成鉱物を同定した。また、沖積層や年代の若い火

山灰の同定では火山ガラスが特徴となるため、120メッシュと250メッシュの箭分試料を用いて、火山ガラ

スの形態を検討した。火山ガラスの形態は吉川(1976)による区分を用いた。

火山ガラスの化学組成は、火山ガラスをハソドピックして封入し研磨した後、新潟大学のX線マイクロ

アナライザーを用いて主要元素量を測定した。測定条件は、加速電圧15KV、試料電流1.2×10-8A、

 ビーム径15μmである。測定には広域火山灰の姶良Tn火山灰層(町田・新井、1976)の火山ガラスを標準

試料としてキャリブレーショソし、かつ、未知試料と比較試料を同時分析した。

(3)分析結果

構成鉱物は軽石片〉火山ガラス〉斜長石〉重鉱物である。軽石片がやや多く含まれる。重鉱物は、緑色

の角閃石と黒雲母を比較的多く含む特徴がある。火山ガラスの形態は中間型(Cb型)、扁平型(Hb型)が

多く、中間型(Ca型)、多孔質型(Tb型)を含む。このうち、中間型(Cb型)はやや大きな気泡を内包

する。また、扁平型(Hb型)はやや厚手である(写真2)。

火山ガラスの化学組成を第1図と第1表に示す。

(4)対比

正尺A遺跡は、遺物から古墳時代(4世紀)の年代を示している。火山灰層は、産状から降下火山灰で

あり、古墳時代に降灰したものであると考えられる。これまで新潟地域において、古墳時代(4世紀)の
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2正尺A遺跡における火山灰分析

年代を示す火山活動やそれに伴う火山灰層は知られていない。この火山灰層の広域的な対比については今

後の検討課題であるが、正尺A遺跡と同年度に発掘され同様に古墳時代(4世細を示す正尺C遺跡の竪

穴住居覆土内からも火山灰層が発見されている。両者の遺跡は近隣ではあり、発見された火山灰層は同一

のものである可能性があるため比較検討を行った。この結果、本遺跡の火山灰層と正尺C遺跡の火山灰層

 〔検出位置:11C、遺構:SI77、層位:τ}は、重鉱物組成(角閃石、黒雲母を多く含む)や火山ガラスの形態

(中間型(Cb型)、扁平型(Hb型)が多い)が類似し、火山ガラスの化学組成に関しても各元素ともに化

学組成領域が一致することから悌1図)、両者は同一のものとして対比できる。

C今後の課題

これまで新潟地域では、完新統の火山灰層序について検討が行われていなかった。しかし、最近、新潟

南部の丘陵部のローム層と平野の沖積層中から同一の火山灰層が見いだされ同一の時間面指標が明らかに

されるとともに、沖積層中に挟在する複数の火山灰層の発見から完新統の火山灰層序の解明がすすめられ

ている(卜部ほか、2000)。

本遺跡での4世紀の年代を示す火山灰層の発見と対比は、完新統の火山灰層序の中でもはじめての成果

であり、古墳時代の年代指標となる貴重な結果である。なお、新潟近隣地域において、4世紀の年代を示

す火山灰層として、群馬県浅間火山起源の浅間C火山灰層が知られている(町田・新井、1992)。しかし、こ

れについては、火山ガラスの化学組成を含めて比較検討を行っているが一致をみていない。本火山灰層の

広域的な対比と供給源(供給火山)については、今後の検討課題である。

引用文献

町田洋・新井房夫1976広域に分布する火山灰一姶良Tn火山灰の発見とその意義一.科学、46、339-347。

町田洋・新井房夫1992火山灰アトラス.276p、東大出版。

卜部厚志・高濱信行・塚野明美・渡辺秀男・東野外志男・信濃1【1ネオテクトニクス団体研究グループ2000新潟地

域における完新世の火山灰層序と対比.日本第四紀学会講演要旨集、30、96-97

吉川周作1976大阪層群の火山灰層について.地質学雑誌、82、497-515。
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第4表 正尺A遺跡の火山灰層に含まれる火山ガラスの化学組成
隻最%

Sio2

Tio2

A1203

FeO

MnO

MgO
CaO

Na2{〕

K20

73.6274.5879.0276.1977,2了74,38了3.0378.3373,6876,73

0.080.190.150.重90.22

11.70」1.0511.4911.2810.92

1.841.201.251.2了1.59

0.010.040.030.050.OO

O.050.160,190.140.26

1.070,941.置80.831.4ア

」.833.332.963.202,74

3.752.863,222,941.99

O.040.220.190.220.20

11.3211,5311,28塵0.5910.77

1.181,851.121.421,60

0.000.OOO.000.ODO.02

0.D30.240.200,150.,5

0.641.331.291.051.09

2,671.762.752.802.69

4,103.332.983.}73.12

ア5.60

0.19

11.01

1.43

0,04

0.18

1.04

2.85

3.10

了6.75

0.18

11.52

1.25

0.01

0.20

1.20

2.62

2.98

78.5679.2976.1672.99

0.090.170.170.22

12,5811.ア611.2911.43

0,591.171.701.59

0.060.040.020.00

0.120.180.260.22

0.450.971.591.40

3.5ア2.992.861.86

3.263.211.813.25

79.30

0.18

11.31

1.29

0.02

0.23

1.25

2.78

3.11

Tota193.9494.3699.4996.0996.4694.3693,2898,1593.0696.3695.4296.6999.2999.7895.8692,9599.47

100%換算

Sio2

Tio2

A1203

FeO

MnO

MgO
CaO

Na20

K20

78.37

0.08

12.45

1.95

0.Ol

O.06

1.14

1,95

3.99

79.04

0.20

11,71

1.27

0.04

0.17

1.OO

3.53

3.03

79.43

0.15

11.55

1.26

D.03

0.19

1.18

2.97

3.24

79.29

0.20

11.74

1.33

0.05

0.14

0.87

3.33

3.06

90.11

0.23

11.33

1.64

0.OO

O.27

1.52

2.84

2.05

78.83

G.04

12.OO

1.25

0.00

0.03

0.68

2.83

4.35

78.29

0.23

12.36

1.99

0,00

0.25

1.43

1.88

3.57

79.81

0.20

11.49

1.14

0.00

0.20

1.32

2.80

3.04

79.17

G,23

11.38

1.52

0,00

0.16

1.13

3.OG

3.40

T9.63

0.21

11.18

1.66

0.02

0.15

1.13

2.79

3.24

79.23

0.20

11.53

1.50

0.04

0.19

1.09

2.98

3.25

79.38

0.18

11.91

1.29

0.01

0.20

1.24

2.71

3.08

79.13

0.09

12.67

0.60

0.06

0.12

0.45

3,6D

3.29

79.46

0.17

11.79

1.17

0.04

0.T8

0.9了

3.OO

3.22

T9.44

0.1ア

11.78

1.77

0.02

0.27

1.66

2.99

1.89

78.52

0.23

12.30

1.71

0.00

0.24

1.51

2.00

3.49

79.ア3

0.18

11,3了

1.29

0.02

0.23

1.26

2.79

3.12

Total100.GOtOO.00100.00100.00100.Ooloo.ooloo.oo100.ooloo.Oo100.ooloo.oo100,00100.00100.OO100.ooloo.Oo10D.00

31



1古墳時代

第V章 まとめ

1古墳時代

A土器の分布状況

前章中でも述べたが、竪穴住居跡・土坑の存在する自然堤防の中央部分(調査区北側)では小破片が多く、

土器の集中的分布が確認された。これに対して、集中区周辺の遺物の散漫な区域では、一括土器が点々と

確認された。これら散在する土器群の特徴としては、⊃出土位置に規則性が見らない②摩滅が見られない

③器種は精製品が見られず甕類が多いこと④出土地点周辺で炭化物や焼土などの痕跡が認められないこ

と、等々が挙げられる。また、土器周辺土層の堆積状況からは洪水等による流れ込みの痕跡は確認されな

かった。

遺跡周辺は自然科学分析の結果から調査区周辺はクマザサ類などの生育する比較的乾燥した環境下にあ

ったと推測されている。調査では湿地や溝・旧河川流路等の痕跡が確認されなかったが、水に関する祭祀

(水場や水路等の水口)に伴う供献土器の可能性も考えられる。今後の類似した調査例の増加に期待したい。

B出土十器の編年的位置付け

ここでは、土坑一括資料、包含層出土土器群について既存の編年案との対応を検討する。土坑一括の資

料については、高杯では杯部有稜外反するもの口)、器台では、受部が直線的にのびるもの(7)や、脚

裾部が大きく開くもの(9)、段を持ち偏球形の胴部をもつ鉢(11)が見られることなどから漆町編年の6

～7群[田嶋1986]、新潟シソポ編年[坂井・川村1993]の6～7期、に併行するものと考えられる。甕

類についてもおおむねその時期に収まるものと考えられる。

包含層出土遺物は一部前後する時期のものを含むが、ある程度の時期幅に収まると考えられる。口縁部

にハケメの残る大型甕(12～14)は時期的に②杯部形態が東海系の系譜を引く高杯(81～84)が見られるこ

と③大型で受部に透孔をもつ器台(go)が存在すること9脚部裾が大きく開く高杯が存在すること⑤畿内

系の影響を受けた二重口縁壷の形態等から、新潟シンポ7期、漆町7群に併行するものと考えられる。畿

内系小型精製3器種(小型器台・堵・小型有段鉢)や屈折脚を持つ高杯の定着(新潟シンポ8～9期、漆町8～9

群)が見られないことなどから見て時期的に古相を呈する。

大型の甕(15)は胴部の形態から見ると漆町編年の10・11群に位置づけられる。甕(37)は胴部の最大

径が中半付近にあり球胴状を呈する。9群に位置付けられる。鉢(10)は在地系の有段口縁鉢の系譜を引

くもので擬凹線を模倣したハケメが見られ、6群に位置づけられる。器台(93)は県内での類例は少ない。

西山町高塩B遺跡出土土器に類似し、7～8群に位置づけられる。

本遺跡と同一の自然堤防上にはほぼ並行する時期の正尺C遺跡がある[加藤2001]。竪穴住居跡のほか

方形周溝墓、方形周溝墓、周溝を持つ掘立柱建物跡、土坑が確認されており、遺構内からは5～7群の良

好な一括資料が出土している。器種の組成を概観すると器台類が卓越しており、本遺跡と様相を異にする。

今後、正尺C遺跡の詳細な検討を待って、本遺跡の成果を含め多角的に再検証する必要がある。また、包

含層内検出の火山灰は広域的な年代指標となる可能性があり、その分布や供給源の解明が待たれる。

32



第V章まとめ

C高杯形土器製作(成・整形)技法について

ここでは、本遺跡出土高杯形土器の破損部位の観察によって確認された製作技法について述べる。高杯

形土器の製作技法については奈良県六条山遺跡ならびに矢部遺跡の土器形式分類[寺沢1980・1986]や畿

内布留式精製器種について検討した次山淳氏の論考[次山1993]等で言及されている。六条山・矢部遺跡

の分類では①脚部に粘土を埋め込むことによって杯底を形成するもの(充填法)②完成した杯部をすでに

一定時間を経た完成脚台に載せるように接合したもの(接合法)③完成され、一定時間を経た脚台部に杯

部を付加する形で成形したもので、脚頂が杯部底に接近したもの(挿入付加法)と、杯部と脚部の接合方法

の観点で3類型(第23図)を設定し、畿内V様式における①から③への変遷を捉えている。正尺A出土高

杯の製作工程は大きく4つの段階に分けることができる。まず、第1段階として脚部の成・整形を行い一

定の休止(乾燥)をする。第2段階として杯部方向から円錐(円盤)状の粘土を充填する(第24図)。粘土の

充填の際、脚内面方向からヘラナデ・指ナデを行って中実状に完全閉塞するものと、指でナデつける程度

で内面方向の調整を行わないものの2種が存在する。第3段階として一定時間の休止のあと、脚上端に粘

土紐を積み上げ、杯底部を成形する。その際、粘土紐の端部に列点状に刻み目を入れる(第25図)。第4段

階として再び一定の休止のあと、杯部の積み上げ・成形を行い、乾燥後ヘラミガキを施す。以上が、製作

技法の流れであるが、正尺A遺跡の高杯形土器は矢部遺跡分類の充填法を用いていて製作されている。そ

して第3段階で粘土紐端に刻み目を入れることを特徴とする。刻み目は、接合部分の接着度を増す意味が

あると考えられる。二重口縁壺等、休止を挟んで、付加的な成・整形をおこなう器種においても行われて

いる可能性が考えられる。次山氏の論考では挿入付加法の高杯・器台の中に脚頂部に放射状の刻み目を入

れる事例を挙げ、吉備南部との技法要素の共通点を指摘し、畿内への技法伝播を想定している。本遺跡出

土資料のみでは、刻み目を含めた技法の時期的な差異や変遷について捉えるには至らなかった。前後する

時期での長期的な変遷や地域的な特徴等については今後の検討課題とする。

①

②

⑦

第23図高杯形土器の接合方法

、晦碧

第24図粘土充填状況

漣瓢播

/

燭鱈

ど虞、

第25図粘土紐接合部分の刻み目
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A文献からみた正尺集落の成立

正尺集落の立地を研究した論考に松井智氏の論考[松井2001]がある。ここでは、松井氏の論考に沿っ

て、史料にみる正尺集落の成立を概観したい。

豊栄市の東端に位置する福島潟はかつて、北の島見前潟とつながり「越の湖」と呼ばれ、現在の豊栄市

域の大部分を占めるほどの大きさであった。享保十五(1730)年、現在の北蒲原郡に位置する紫雲寺潟の

干拓に伴い、阿賀野川松ヶ崎放水路が開削されると、阿賀野川の水が一気に日本海に流れ込み、福島潟の

水位は低下した。以後、福島潟周辺の干拓は一挙に促進されることとなった。正尺の集落は、新発田藩に

よる大河湖沼開発の一環として、享保十九(1734)年に葛塚新田として成立、元文二(1737)年に新発田藩

により、葛塚・正尺・樋ノ内の3つの字をもつ「下興野新田」と改村名を受け、ここに「正尺」名を持つ

集落が誕生する。しかしながら、この頃は自作農民〔本百姓}ではなく、小作である。また、「覚」史料に

よると、葛塚周辺では、享保七(1722)年以前から家小屋などを作り、享保十五(1730)年からは草などが

生えているところを僅かながら開発しており、近所から通って営んでいた。元文三(1738)年頃になると、

家数が70軒ほど存在するようになり、他に作場小屋を所々に造っていたという。松井氏は、松ヶ崎の掘割

がなされる以前の土地利用の在り方を、「河川氾濫によってその都度水の浸る様な土地には積極的に住ま

うことはせず、比較的高い場所に生活し、何らかの用事を果たす場所としてしか利用価値はなかった」、

「切添え的な開発が進められていたが、微々たるもの」と指摘している。確かに、17世紀中頃の正保国絵

図をみると、葛塚周辺には村・集落の記載はなく、成立していないか、あるいは、きわめて小規模であっ

たと考えられる。宝暦四(1754)年、庄屋遠藤七郎左衛門は、水原代官の援助を受けて新発田藩に600両を

支払い、村民の所持となる。この頃より、正尺における、新田開発は本格化したと考えられる。つづく、

宝暦六(1756)年には「正尺浦」の検地がなされる。同検地帳には、遠藤七郎左衛門が築いたと云われる

「中大川土居」が記されている。中大川土居は旧大口川・旧新井郷川や旧大川等の葛塚周辺を流れていた

河川からの水害を防ぐため、正尺・葛塚を囲むように築かれた耕地周辺の囲堤のことを指す。従って、18

世紀中頃には正尺集落は「集落」として認知されていたことがわかる。以降、新田開発が促進されるにつ

れ、人・物の交流が盛んとなり、大口・正尺の微高地から舟運のある新井郷川岸へと家並みは移り変わっ

ていった。宝暦十一(1761)年10月8日、現在の葛塚に開市が許され騎二、町場は大きく発展し、以後、

葛塚は豊栄の新田開発地域の中心地として栄え、現在に至る。

また、松井氏は集落の入口に道切りの意味で祀られる、「地蔵」に注目し、文献上の正尺集落の範囲を

現集落範囲とほぼ同位置に位置づけている。正尺A遺跡はその範囲内に所在する。このことは、史料にお

ける「正尺」の記載事項が近世における正尺A遺跡の背景として適用できる可能性を強く示唆するもので

ある。

B出土陶磁器の様相

調査区を通じて、出土した近世陶磁器の様相を概観する。

a.磁器:染付が多い。青磁染付と白磁が散見される。総て国産品である。17世紀代の製品は1点も出土

していない。18世紀代の前半の製品は数点みられるにすぎないが、中頃から後半になるとコンニャク印判
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手や、梅樹文碗、二重網目文碗、斜格子文皿に代表される波佐見窯のくらわんか手が大量に出土し始める。

19世紀代も大量に出土し続ける。新たに瀬戸美濃系磁器が入ってくると、既存の肥前系磁器とシェアを分

ける。産地不明製品も僅かながら見られる。

b.陶器:近世を通じ、肥前系が主体を占める。17世紀代の製品は肥前系の甕が2点と播鉢が1点みられ

るのみである。呉器手碗及び、内野山系の銅緑粕製品はみられない。18世紀代になると、甕、壷、鉢、播

鉢などの肥前系製品がみられるようになり、越中瀬戸、瀬戸・美濃系、京・信楽系、会津本郷系などが加

わる。19世紀代には、引き続き肥前系が主体を占めるものの、産地不明の製品も多くみられるようになる。

器種は、甕、壷、鉢、播鉢類が多く、碗、皿類は殆どみることが出来ない。その他、徳利、灯明具(灯

明受け皿、乗燭)、土瓶、火入れ、灰吹、植木鉢などが出土した。

c.土器:焙烙、土人形、泥メンコ、鳩笛、規炉、火鉢などが出土した。近世土師皿は出土していない。

2.その他

木製品には農業に関係したものがみられる。農村部の生活の一端を示す資料として注目される。金属製

品では釘、寛永通宝、包丁などが出土した。

C発掘調査の成果

出土陶磁器は17世紀代、18世紀前半の陶磁器も若干量出土するものの、18世紀中頃から後半に至るとそ

の数は急増する。また、18世紀末頃に廃棄された土坑(SK5)からは、比較的遺存率がよく、器種にバ

リエーショソのある陶磁器、木製品等がまとまって出土していることから、調査区においては、遅くとも

18世紀後半にはすでに生活が営まれていたといえよう。さらに、農耕具の出土は、この地の新田開発との

関連も窺わせる資料である。このことは文献研究の成果を裏付ける資料を提示し得たのではないだろうか。

特に、SK5は遺物の製作年代に若干のばらつきがあるものの、概ね18世紀後半の当地に於ける生活を復

元し得る、良好な一括資料といえる。

調査区内では総じて、当時の大量生産品であった波佐見窯のくらわんか手が大量に消費され、大皿など

の高級品や、近世土師皿がみられない点は城下町における上級武家屋敷の出土品群と様相を異にする。生

活様式の違いを示しているのであろう。また、出土陶磁器は肥前系が主体を為す。この現象は、日本海沿

岸に共通するもので、当地域が北前船に代表される日本海を利用した交易圏に組み込まれていることを示

している。注目すべきは、SK5から出土した会津本郷産片口である。越後と会津は阿賀野川を通じて結

ばれており、このル・-1-sによる越後一会津の流通5、を考える上で興味深い資料である。
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要約

1正尺A遺跡は、:豊栄市葛塚字子辰高入3059番地ほかに所在する。遺跡は旧大口川左岸の自然堤防上に

立地し、現況は宅地および荒蕪地であった。標高は現況で約21nを測る。

2発掘調査は、日本海沿岸東北自動車道が建設にともない平成13年5月22日から10月20日にかけて実施

した。調査面積は3,800㎡である。

3調査の結果、古墳時代前期の竪穴住居1軒・土坑1基、平安時代の土坑1基、江戸時代後期の土坑2

基を検出した。遺物は古墳時代前期の土器のほか、平安時代の土器、江戸時代の陶磁器・木製品などが

整理箱に45箱出土した。

4古墳前期の土器群は大きく土坑出土土器と包含層出土土器に分けることができ、該期における良好な

一括資料であるといえる。

5包含層出土土器は自然堤防中央部の遺構周辺で集中的に見られ、その周辺では散漫に分布し、かつ一

括土器が点在する状況が見られた。

6包含層中から検出された火山灰は現在までの所、未確認のものである。供給源等については不明だが

広域的な古墳時代前期の時期的指標となる可能性がある。今後の解明が待たれる。

7近世の土坑2基からは、肥前系陶磁器のほか木製の農具、漆器、下駄など良好な一括資料が得られた。

遺跡が農村部に立地している点から当時の農村の生活様式を知る上で貴重な資料であるといえる。

註

1)なお、遺物の年代観は大橋康二1993、関西近世考古学研究会・考古フォーラムくらもと1999、九州

近世陶磁学会2000、長佐古真也1996、成瀬晃司1996、堀内秀樹1996、水本和美1998を参考にした。

2)東京都新宿区三栄町遺跡からも、碗・皿・徳利などの高台や、仏花瓶の口縁部を打ち欠いた資料が

出土し、扇浦正義氏は報文で、前者を「高台部分1箇所が欠損し不安定となったため、他の部分を故

意に打ち欠くことで座りをよくした」、後者を「1箇所を欠損したため、他の部分を同じ高さまで打

ち欠いた」と推定している。東京都新宿区教育委員会r三栄町遺跡』1985

3)図版12-127は焼屋敷遺跡出土品(報告書21頁第12図一1)を再実測の後、正尺A遺跡出土陶片

の実測図を合成して作成した。

4)平野部では組立式のものが多く、柄の取り付け角度は65°～80°くらいで平地の場合は角度が緩や

かになるという。(日本民具学会1997)

5)福島から越後を結ぶルートには阿賀野川の船運と阿賀野川沿いの「越後街道」を併用したルートが

あり、会津から主に大坂への米廻送に使われた。18世紀前半にはかなり盛んであった。江戸後期には

度重なる飢謹で廻米が減少し、藩公用主体から商ノ＼中心へと移った。[福島県立博物館1985]r江戸

時代の流通路』
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遺構実測図 (l) 図版3
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SI I 土屈説明
1 暗オリープ灰色粘性シルト Sl 1の周溝。直径1.0mm程度の戻化物を多く

含む炭培が斑状に多く混じる。しまりやや漁い。粘性放い。
2 賠緑灰色シル ト 古IJ'I時代土師路を含む。直径0.2mm程度の炭化物が少泣
と火山灰が混じる。しまりやや強い。粘性弱い。

3 暗緑灰色粘性シルト 古墳時代土師器を含む。直径02mm程度の炭化物が
ごく少泣混じる。しまりやや弱い。粘性強い。

賠オリープ灰色シルト ）段に類似する。直径1.0cm程度の炭化物を少磁
含む。しま りやや強く粘性弱い。

p 1 土層駁明

1 賠オリープ灰色粘性細砂質シルト 住居址内2屈に比ペシルト質としまり
が強いが、枯性弱い。直径3.0mm以下の炭化物がこく少岱、貿褐色砂炊上

がプロック状にごく少磁況じる。 P2、P3、P4に比ぺ混入物は極めて少
なく。単屠的。 しまりやや弦い。粘性弱い。

P2 土暦説明

1 暗が1ープ灰色枯性細砂質シルト 住居址内2面に比ペシルト質としまり
が強いが、粘性弱い。直径1.0mm以下の炭化物がごく少訟、黄褐色砂質土
がプロック状に多星に視じる。しまりやや強い。枯性弱い。

P3 土扇説明

1 暗オリープ灰色粘性網砂質シルト 住居址内2~に比ベシルト買が強く、
しまりが強い。［肛径5.0mm以下の炭化刷塊がプロック ・崩状にごく少it、
黄褐色砂質土がプロック状に少泣混じる• p I、P2、P4に比ぺ粘性が強
い。しまりやや浚い。粘性強い。

P4 H
 

p 4 土層説明
l 暗オリープ灰色粘性細砂質シルト 住居址内2陪に比ペシル ト質と しまり
が強いが、粘性は弱い。紅径1.0mm以下の炭化物がごく少誠、黄褐色砂質
土がレンズ状に況じる。しまりやや強い。粘性弱い。

゜
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。
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図版4 遺構実測図 (2)
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SK3 
ノ→-- ヽ Pit4 SK 2 士層説明

1 オリープ灰色シルト 褐鉄鉱の沈着が少濫見られるs直径2.0-
5.0mmの炭化物が少量混じる。しまりやや弱く。粘性弱い。

~ 
2層と同質．
2 育灰色シルト 褐鉄鉱の沈着がごく少羹見られるc古1n時代土腐i

(Q) 
器を含む。直径2.0-5.0lnmの炭化物が少鍼混じふしまりやや

A' 弱く。粘性弱い。
-―  3 宵灰色細砂 褐鉄鉱の沈箔が少黛見られる。古JJ1時代：I:師硲を含

A 
- ― む．徴細な炭化物がごく少蓋混じる。しまり弱いc粘性なし．

A I I り I I 
A' 

SK 3 土層説明
1 オリープ灰色シルト 暗オリープ砂質土を多く含む。5-JOmm
程度の炭化物を含む。

2 オリープ灰色シルト 褐鉄鉱を多く含む。
3 緑灰色砂質土適物含む。
d 暗オリープ灰色シルト 5-IOmm程の炭化物を多く含む。辺物
含む。

5 緑灰細砂シルト 2-5  mm大の炭化物を多く含む。追物含む。

Pn 4 土層説明
A A' A A' 1 オリープ灰色シルト 褐鉄鉱を多く含む• 5-!0mmの炭化物を

多く含む。0.6m 

。
1: 10 SK3 O.Sm 

。
1 :20 SK4 1m 



古墳時代の土器 (1) 図版5
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古積時代の土器 (3l 図版7
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図版8 古墳時代の土器 (4)
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古墳時代の土器 (sl 図版9
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近世の陶磁器 (1)
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図版12
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木製品・その他 (1) 図版13
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固版14
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選跡周辺の航空写真 回版15

（1947年10月7日 米軍撮影）



図版16
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束区沢の堆積状況
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図版17
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図版18

SK2中央部遺物出土状況（近接） SK2完掘
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古墳時代の土器 (1)
図版19
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古ば時代の土器 (2)図版20
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古墳時代の土器 (3) 図版21
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図版22
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古墳時代の士器 (5) 図版23
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図版24 近世陶磁器
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木製品 ・その他 図版25
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新潟県埋蔵文化財調査報告書 第107集『正尺A迫跡』 追加事項

頁 I 追加

6 p 第4図 新潟平野の地形 （［田中ほか1996]を一部改変）

3 7 p 引用文献
田中久夫 ・ 長谷川正・木村澄枝 • 岡本郁栄 ・ 坂井陽ー 1996 「新洞砂
丘の形成史」 『第四紀研究』 35巻3号日本第四紀学会）

新潟県壇騒文化M調査111告書第107集
日本濱沿は東北自動車道閲保亮揺謂査報告書n正尺A遺胚
正誤表

頁 行・表 娯

例言 上から19行目 第Ill章1~3 4A~C・5 尾崎、4D 相羽

I 第 1図

3 1行目 補助ペルトユ脇に

7 3行目 上鳥山～葛塚ラインのa...

7 4行目 縄文時代前半径問

7 10行目 城山ラインの.... 

8 第5図遺跡名26 紙土地亀

11 下から13・15行 這 (.2.M) ・・ ・下層（立眉）

13 2行目 近砂•砂礫の

14 22行目 55は～段状するもの

15 12行目 ．大橋土期

15 4行目 m層及廷E直
18 10行目 蘊下駄

32 3行目 ① （中略）見らない

34 24行目 騒一

35 2行目 会溝本繹産

42 木製品観察表 遍約下駄

図版15 航空写真

正
第Ill章1-3 4A・B 尾崎、 4C 相羽

縮尺1: 50,000 

補助ベル ト主脇に

上黒山～葛塚ラインの.... 
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